
2013年渡研究調査報告書プロローグ

南イタリア中世壁画群診断調査プロジェクト

フレスコ壁画研究センター長宮下孝晴

1．経緯と概要

南イタリアの洞窟教会に描かれた中世壁画群の調査研究プロジェクトとは、金沢大学が日伊共

同で取り組んできたフィレンツェのサンタ・クローチェ教会壁画の修復プロジェクトの成功実績

に基づき､文部科学省の特別経費を得て､再び国立フィレンツェ修復研究所と連携協力して､2010

年度から4年計画でスタートしたものである。

2010年5月、金沢大学人間社会研究域に本プロジェクトの拠点となるべく「フレスコ壁画研究

センター」が設置され、人文系、芸術系、工学系、医薬系などの多岐にわたる専門分野の研究員

が中世壁画の調査・分析・研究に取り組む画期的な挑戦がスタートした。

こうして金沢大学チームは､壁画の非破壊調査と未来型デジタル･アーカイブの形成を目指し、

最新のテクノロジーが結晶した日本の小型デジタル機器を（電気設備などのない）荒涼とした南

イタリアのフィールドで活用する可能性の追求にも重点をおいて、（研究所内ではなく）フィール

ドでの壁画調査に樹こした小型診断機器の利用と開発を推進している。

散乱光と斜光線による高精細デジタル撮影のほか、気球による空撮、GPSによる位置情報の記

録、2種の3Dスキャナによる空間と壁面の記録、赤外線サーモグラフイ、色差計、水分計、マイ

クロスコープなどの科学計測機器を用いての分析診断データは、国立フィレンツェ修復研究所の

壁画調査チームが担当する（絵具層のサンプリングなどの破壊調査を含む）他の調査データと統

合され、「文化財保存」「専門研究」「教育と啓蒙」などの目的に応じた新形式のデジタル・アーカ

イブ（データベース）に記録される。

とりわけ、「文化財保存」の観点から形成されるデジタル・アーカイブは、洞窟教会に描かれた

中世壁画の現状記録のみならず、将来にわたって定期的・継続的に実施されるであろう診断調査

の《症状と経過》を記録するものである。このアーカイブが充実していけば、南イタリアの洞窟

壁画が直面している諸症状を系統的に把握することもできるし、「壁画保存の電子カルテ」ともな

るであろう。こうしたデジタル・アーカイブを形成する壁画保存専用のシステム・フォーマット

《ModusOperandi》の開発を、イタリアのクルトウーラヌオーヴァ社と共同で進めている。

(CulturanuovaS.r.1代表:MassimoChimenti)

2．学術的意義

9世紀以降、東方のビザンテイン帝国やシチリア島から渡来したギリシア正教の修道士たちが

南イタリア各地の凝灰岩台地や深い峡谷に定住するようになった結果、多くの特徴的な洞窟教会

や修道院が誕生し､祈りの空間である堂内には旧約･新約聖書に題材を求めた多様な図像(壁画）

が描かれた。南イタリアのカラブリアやカンパーニア、バジリカータ、プーリア地方に、9～13

世紀にかけてのイタロ・ビザンティン様式の壁画群が数多く残されているのは、こうした時代背

景によるものである｡それらは概して現在の市街地や観光コースから遠く離れ､簡単には近寄れな

い地域に広がっており、1960年代にわずかな調査研究が実施されて以降、本格的、系統的な調査

研究が立ち遅れたままになっているため、多くは劣悪な環境下で修復保存の対策すら立っていな

い現状にある。これらの歴史的にも、芸術的にもきわめて貴重な文化遺産は、中東全域、トルコ

からシリア、グルジア、アルメニア、エジプトまで、あるいは初期キリスト教が伝播した広範な
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地中海世界に現存する洞窟教会や洞窟修道院の系列の中にこそ位置づけられるべきもので、早急

に各地の研究諸機関が協力して調査・保存に乗り出す必要がある。最終的には各地の研究者がイ

ンターネットを介して「電子カルテ」のフォーマットに記入できるシステムが確立すれば、南イ

タリアの洞窟教会壁画に関する膨大なデジタル・アーカイブの早期形成も夢ではなくなるであろ

う。今回のプロジェクトの目的は広範囲な学術調査研究を包括して完成するものではなく、同じ

ような地理的･歴史的背景の中で生まれた中世の洞窟教会壁画文化の遺産を有する地域(市町村）

に対し、《消滅寸前の中世洞窟壁画の歴史的･文化的価値を地元が認識して守る》ためのネットワ

ーク形成の契機を作ることである。もちろん、学術的には中東ビザンテイン地域の壁画技法や分

類学の発展に対しても少なからぬ貢献ができると自負している。

3.調査地決定の理由

今回の調査地として、サン・ヴィート・デイ・ノルマンニでは「サン・ジョヴァンニ教会｣、モ

ノーポリでは「サンティ・アンドレア・エ・プロコピオ教会」の2ヶ所を決定した理由は，以下

の通りである。

①「サン・ジョヴァンニ教会」：

個人所有で、洞窟教会および壁画の管理が行き届いているわけではなく、今後の壁画の保存が危

ぶまれること。壁画そのものは、まだかなりよく残っており、同地域のイタロ・ビザンティン様

式の壁画群中でもとくに質が高いこと。壁画は石灰画法で石灰クリームを塗りながら制作を進め

たと考えられ、フレスコ画のルーツを探る上でも重要であると考えられること。

②「サンティ・アンドレア・エ・プロコピオ教会」：

個人所有で、壁画の管理はまったくなされていない。地理的な問題もあり、壁画の保存環境は劣

悪で、壁画は剥離が進行していて余命いくばくもないこと。2つの内陣障壁、2つの後陣をもつ

均整の取れた左右対称の教会の平面プランが特徴的な数少ない例であること。教会創建に関する

稀有な文字資料である聖アンデレと聖プロコピウスヘの奉献文が中央入口上にラテン語で刻まれ

ていること。壁画は石灰画法で制作された可能性が高く、フレスコ画法のルーツを探る上で重要

であると考えられること。

4.フィールド調査の実施調査期間:MIaa8～且沼

壁画の組成や技法を解明し、その現状を記録するために、高度なノウハウを蓄積する国立フィ

レンツェ修復研究所の専門家による診断調査に加えて、今回も前回と同様に、金沢大学チームは

各種のデジタル診断機器による詳細な計測と記録を行った。金沢大学チームが誇る2種のレーザ

ースキャナを活用した3次元空間スキャンとミクロン単位での壁画面スキャンのほか、気球によ

る空撮を行った。そして、地上に立っていては見えない洞窟教会の上部、あるいは洞窟教会周辺

のロケーションを上空から鳥撤できるデータとした。シュミットハンマーによる凝灰岩の硬度測

定もあわせて実施した。そのほかは昨年度の実施と同様で、洞窟教会の壁画の組成調査に関して

は､光学機器を用いた各種の非破壊調査､つまり拡散光や斜光線照射のもとでの高精細写真撮影、

マイクロスコープによる描画面撮影、赤外線や紫外線照射による調査、色差計測定、洞窟内外の

定期的な温度・湿度計測などが実施された。いうまでもなく、本センターがアナログ・アーカイ

ブと称している現場での「原寸大の壁画模写」と「水彩絵具によるカラーサンプリング」が、上

記のデジタル計測調査に加わる。

なお、日本の最先端技術を特殊な壁画調査フィールドでも効果的に利用できるように工夫する

ことも、本プロジェクトのもう1つの目的である。たとえば、フィールドでの壁画診断調査にお
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いてだけでなく、あらゆる文化財研究の場で有益なL助照明機器(将来的には有機ELタイプの照

明装置を視野に入れて開発）と小型バッテリーの組み合わせシステムの導入がそれである。最小

の消費電力で安定した光源、有害光線の放射を最小限に抑えた照明機器の開発は、フィールド調

査のみならず遺跡モニュメントや美術館､博物館の展示照明としても利用可能だからである｡小型

バッテリーについては、長時間の使用が可能で（かつ航空機内持ち込みの許容範囲内である）小

型軽量の《リチウムイオンポリマー電池》(ルミテック社製/モバイルメイトⅧ1210)を使用した。

これらデジタル計測機器や小型バッテリーを用いて分析診断された壁画の現状データは前回

同様、すべてAppleiPadに記録･集約統合され、本センターとイタリアのクルトウーラヌオーヴ

ァ社が共同開発するデジタル・アーカイブ（データベース)WodusOperandi》に記録される。

また、パラジャネッロでは、昨年の調査で計測したサン・ニコラ教会の三次元スキャンデータ

をもとに3Dプリンタで製作した棚旨模型(1/60)を歴史民俗博物館に寄贈ドメニコ・カラニヤ

ーノ館長の特別講義「パラジャネッロ近辺の洞窟教会について」のあと、博物館として整備中の

カステッロ（城塞）を見学した。そのあと、サンタンFレア教会へ行き、他の教会ではほとんど

見られなかった緑色部分を色差計で計測した。

【各調査地における特筆すべき実施ポイント】

①「サン・ジョヴァンニ教会」：

「大天使ミカエル」や聖人像などの中心にみられる垂直な墨縄を打った痕跡に注目、その壁面の

状況を観察・記録すべく、高精細デジタル撮影（接写)、斜光線撮影、3Dスキャン(Range5)、

マイクロスコープ撮影、原寸大模写を実施

②「サンティ・アンドレア・エ・プロコピオ教会」：

二重の内陣障壁をもった左右対称型の特徴的な建築構造に描かれた多くの聖人像と唐草模様プリ

ーズに注目して､その壁面の状況を観察･記録すべく、高精細デジタル撮影(接写)､斜光線撮影、

3Dスキャン(Z+FImager5010)、マイクロスコープ撮影を実施。

【金沢大学チームの利用した主なデジタル計測機器】

高精細デジタル撮影（散乱光・斜光線） PMTAX645D

GPSによる位置情報 SNYDSCIK7V

3Dスキャナ（建築空間用） Z+FZ+FImager5010

3Dスキャナ（壁画面用） KonicaMinoltaRange5

赤外線サーモグラフィ NEC/AvioG30

色差計 NipponDenshokuNF333

水分計 KettHI-520

マイクロスコープ 3RMSV330

温度・湿度 TestoTesto610

レーザー測距計 LeicaDistoTMplus

照明機器 FlolightLED512

気球空撮装置 AYTECひばりは見た

データの集約 AppleiPad2
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【調査対象一覧】

(1)サン・ジョヴァンニ教会
（サン・ヴィート・デイ・ノルマンニ）
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サン・ヴィート・デイ・ノルマンニからブリンディジ方向へ10km

ほど進んだジャンニ・ヴィーヴァ氏所有の農園内にある。なだらか

な谷あいに掘られた教会入口は聖堂の長軸（南北)に対して横(西側）

に設けられ、階段を下りて身廊部に直接入る。堂内の空間は1本の

大きな柱(折れて現在は石ブロックで補強)で2分され､奥の壁に設

けた3つの壁籠を後陣としている。壁画は、同地域のイタロ・ビザ

ンティン壁画群の中でも、とくに質が高い｡後陣の中央壁籠には｢デ

エシス｣、「大天使ミカエル」の描かれたイコノスタシスの手前の西
側壁には「聖母マリア」「洗礼者聖ヨハネ」「聖クレメンス」が12

世紀末～13世紀初め頃に描かれたと考えられている。

(2)サンティ・アンドレア・エ・プロコピオ教会
（モノーポリ）
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モノーポリ郊外の小峡谷に沿ったニコロ・パスカーレ氏所有の農園

内にある。凝灰岩の段丘に掘られた教会で、正面に3つの入口があ

る。中央入口上に聖アンデレと聖プロコピウスヘの奉献文がラテン

語で刻まれている。堂内に入るとほぼ正方形の広い空間があり、2

つの入口と2つの窓をもつ4連アーチの内陣障壁（テンプロン）で

仕切られている。内陣は低い壁で前後2つに分けられ、その奥に2

つの後陣が設けられている。11～14世紀の壁画は、ビザンティン美
術の系譜に属するもののほかフランスのアンジュー家時代のものも

ある。壁画の保存状態は壁面によって異なるものの、いずれも傷み

が激しく、断片的にし力残存せず、画像の正確な判読は難しい。
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(3)サンタンドレア教会（パラジャネッロ） C砲bsaffjSAn曲℃afamgiane此ノ
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パラジャネッロの北の外れにある。峡谷の斜面を掘り抜いた洞窟教

会で、かつては峡谷側の入口から出入りできたが、教会一帯の凝灰

岩を建築用石材として無分別に切り出してしまったため、現在の教

会は城壁の塔（高さ10m)のように取り残されている。西側にあっ

た入口は危険なため、下方3分の1ほどが壁で塞がれ、ナルテック

ス（拝廊）はテラスのような空間となった。現在は教会の裏側に新

たに設けられた階段を上って入る。堂内の広い四角形の空間は後世

の改築で、北面に「聖ヴイート」（1590年)と「聖ニコラウス｣、南

面に｢聖母子｣と｢聖アンデレ（サンタンドレア）」の壁画や断片が現

存する。それらの大半は13世紀のものと考えられている。

マテーラ

グラヴィーナ峡谷

窟都市マテーラの

の町オートラントに残る大

サン・上。エトロ教会壁画を
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【金沢大学チームの参加メンバーと担当】

謝辞：

文化行政的には放置されているかにみえる南イタリアの洞窟教会も、現地の人々からまったく忘れ

られ、見捨てられているわけではない。ごく限られた人々ではあるが、大きな郷士愛で文化財を守ろ

うとする人々の手で余命を繋いでいることも調査を重ねるうちにわかってきた。遠い極東の日本から

南イタリアに遠征した金沢大学チームに対し、友好的な協力を惜しまなかった以下の人々に心から感

謝するとともに、これからも危機に瀕している中世の洞窟教会壁画群を人類の文化遺産として長く歴

史に記憶させるべく、有意義なプロジェクトを展開することを金沢大学チームは約束する。（調査後に

人事異動があった場合も、氏名の後に付した役職はお世話になった時の職名のまま記した。）
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調査担当の内容 メンバー 所属

写真撮影(散乱光・斜光） 宮下孝晴

江藤望

宮下睦代

大石匠悟

マッシモ・キメンティ

人間社会研究域教授

人間社会研究域教授

センター客員研究員

人文学類フィールド文化学コース学生

建築家（クルトゥーラヌオーヴァ社）

3Dスキャナ(建築空間・壁面）

空撮

安藤明珠

カルロ・パッティー一一

センター研究員

建築家（ジェノヴァ大学）

壁面のマイ

色彩計測

クロス コー-－プ撮影 真田茂

宇高鈴夏

医薬保健研究域教授

人文学類フィールド文化学コース学生

壁面診断調査・各種測量 五十嵐心一

藤澤梨菜

理工研究域教授

人文学類フィールド文化学コース学生

セ ツコ法による模写制作 大村雅章 人間社会研究域教授

カラーサンプリング 皆上小冬 人文学類フィールド文化学コース学生

全体のコーディネート 上口大介 センター・コーディネータ


